
　元号が平成から令和へと変わった節目の年（平成

３１年４月～令和２年３月）、バーミンガム大学シェ

イクスピア研究所（The Shakespeare Institute）の独立

研究員として招聘を受け、英国中部地方の町スト

ラットフォード・アポン・エイヴォン（以下、スト

ラットフォード）に滞在した。町は１２世紀末に英国

王リチャード一世から特許を得て以来、木曜日に市

の開かれる商業の要として栄えてきた。年間２５０万

人以上の観光客がシェイクスピアの生地を訪れる。

そのなかに静謐な研究所が存在する。組織としては

バーミンガム大学の出先機関であり、ストラット

フォードで自己充足している、独立したひとつの小

さな世界である。オックスブリッジに属する研究者

であれ、アメリカの学者であれ、誰もがこの土地の

磁場に引き寄せられて来る。ここは劇団ロイヤル・

シェイクスピア・カンパニー（以下 RSC）が年間を

通して上演を行っている演劇の聖地でもある。研究

所で伝統的に受け継がれる学問の精神は「書物から

舞台へ from page to stage」である。本文研究と上演

を視野に入れた課題を追究するわたしには、この地

ほど最適な場所はほかになかった。

シェイクスピア祭と観劇

　毎年、シェイクスピアの生誕日であり没日でもあ

る４月２３日に近い日曜日にシェイクスピア祭が開か

れる。生憎４月２７日�は、体感温度マイナス４度で、

断続的にみぞれ混じりの雨が降った。悪天候のなか、

パレードに参加していた「エドワード六世学校」の

生徒は揃いの紺のスーツ姿でブルブルと震えながら

町を練り歩いた。傍から見ていて可哀想であった。

それにしても、シェイクスピアが少年時代に通った

文法学校が形を変えて現代の制度のなかで生きてい

るのは驚きである。極寒のため、エイヴォン川の渡

し（片道５０ペンス）の船上で RSC 劇団員によるソ

ネットの朗読が聞ける、という粋な企画もあえなく

中止。RSC のスタッフに「次回はいつですか」と尋

ねると「来年ね」という素っ気ない返事だったが、

その来年（２０２０年）、新型コロナウイルス感染拡大

のために町がロックダウンされ、祭もすべて中止に

なるとは、夢にも思わなかった。

　RSC の劇場（Royal Shakespeare Theatre）等で演劇

を観る余裕がでてきたのも４月下旬頃である。喜劇、

歴史劇、悲劇と満遍なく観劇し、年間で計３０本以上

を観た。最も心に残った芝居は、劇場ではない
� � � �

場所

で上演された。ホールズ・クロフト（シェイクスピ

アの娘婿 John Hall の家）の庭で夏の夕べに観た『空

騒ぎ』と、シェイクスピアが眠るホーリー・トリニ

ティ教会内で、まだ寒い３月上旬に夜間上演された

『マクベス』である。
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シェイクスピア研究所と図書館

　研究所は、シェイクスピアの生家から南に歩いて

７，８分のところにあり、防犯用の電子ロックが掛

かった厚い扉によって外の喧噪から遮断されている。

立派な研究所がこうして在る背景には、二人の女性

の貢献があった。通称メイソン・クロフトと呼ばれ

る建物・庭は、かつてヴィクトリア朝の作家マリー・

コレッリ（Marie Corelli）が晩年を過ごした私邸であっ

た。コレッリは、オカルト風のロマンスを書いた大

衆作家として、現在ではあまり高く評価されていな

い。だが、彼女はシェイクスピアにゆかりのある文

化遺産を積極的に保護した功労者であり、コレッリ

が住民でなかったならば、現在のストラットフォー

ドはなかったと言われている。

　研究所の敷地に建つ図書館の礎を築いたのは大女

優デイム・ジュディ・デンチである。設立当初（１９５１

年）、研究所には図書を買う十分な予算がなかった。

その話を友人であった司書から聞いた若き日のデン

チ女史が RSC の出演料を寄付したのである。わたし

が図書館に出向いた初日、館内を案内してくれた司

書が「この辺りの書架から図書館の歴史は始まった

のです」と言いながら指さした一角には、詩人 T. S. 

エリオットの評論や劇場人 H. グランヴィル＝バーカー

のエッセイが並んでいた。英文学の世界に批評家ら

しい批評家がいた往年の名著である。

　研究所の書架には、独自のルールによって分類さ

れた書籍が配架されていた。英米の図書館で多く用

いられるデューイ十進分類法のような理路整然とし

た整理法ではない。例えば、劇作家ベン・ジョンソ

ンの仮面劇『ヒュメーン』の整理番号は PR1253 で

あるが、問題は PR1253 という同一番号の書籍が他

にも何百冊とあることである。だが、慣れてくると、

書架に並んだ本の背表紙を眺めながら、芋づる式に

関連のある本を検索（もちろん PC 利用ではなく、

書架の前に立って）できるようになる。在外研究中

に原稿を仕上げた拙論（福岡大学研究部論集 A: Vol.19 

No.2 収録）に歴史家ジョン・ガイの新刊書『グレシャ

ムの法則』（２０１９）を滑り込ませることができたの

は、目で探すという「原始的な」検索法を日々実践

していたお蔭である。

マラソンとセミナー

　６月半ばからの３週間、特定の劇作家の作品を集

中的に通読するリーディング・マラソンが開かれる。

２０１９年度はマーティン・ウィギンズ主席教授が主催

する「ジョン・ウェブスター」であった。流血悲劇

を得意とするジャコビアン朝の作家で、個人的には

あまり好きではないが、一人の作家の作品群を最晩

年から初期へと「川の源流へ遡るように辿って読む」

（ウィギンズ教授談）方法論は、刺激的であった。

蛇足ながら、英国の大学で「読む」ことは、文字通

り「音読する」ことを意味する。じっくりと英文和

訳方式で精読する日本流とはまったく異なるテンポ

の読み方である。声に出しての輪読が超高速で粛々

と進んで行くなか、教授は時 「々ここでウェブスター

登場 （Enter Webster）！」と合いの手を入れる。「こ

こから作者が交代してウェブスターの執筆」という

ことを演劇仕立てに表現しているのである（当時の

演劇は、複数作家によるコラボレーションが常態で

あった）。『モルフィ公爵夫人』を読んだ日、教授の

飼い猫の名前がボゾラ（劇に登場する悪役）だと聞

いた。ギリシア語の台詞でもサラリと淀みなく読み

上げる、勤続３０年の主席教授は大の猫好きだった。

　木曜日の午後には伝統ある「木曜セミナー」が開

かれる。最も興味深かったのは１０月３１日に聴いた、

リチャード・ウィルソン教授（キングストン大学）

によるウィルソン・ナイト批判の講義だった。ウィ

ルソン・ナイトは２０世紀を代表する高名な批評家で

あるが、同時にナチスに共感を示した危険思想家で

もあった。信条・思想ともにまったく異なるウィル
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ソン教授がなぜウィルソン・ナイトに執着するのか、

理由を聞いて聴衆は響動めいた。通例 G. Wilson Knight 

の名前で知られる、かの保守批評家のフルネームは

George Richard Wilson Knight。ウィルソン教授は、こ

の偉大な批評家を批判することが学者としての自分

の宿命だと感じていたと言う。

　ハーバード大学のマジョリー・ガーバー教授によ

る『ハムレット』を中心とした講演は、来英が一度

延期され、ようやく２月末に聴講できた。論旨、発

声ともに明瞭だった。因みに、ウィルソン教授は６９

歳、ガーバー教授は７５歳。元研究所所長で、オック

スフォード版『シェイクスピア全集』編集主幹であ

るサー・スタンリー・ウェルズ教授に至っては８９歳

であった。英米の第一級の学者は年を重ねても益々

溌剌としている。

　結果的に最期のセミナー参加となった３月５日に

は同胞人の発表を聴くことができた。発表者の一人、

本山哲人教授（早稲田大学）は橋本治『おいぼれハ

ムレット』を引き合いに日英比較文学の話をした。

　研究や日常生活が平穏無事だったのはこの辺りま

でである。残りは、新型コロナ禍のなかで、借りた

家を引き払い、帰国の準備をすることに終始した。

当初は、RSC２０２０年度シーズン第一弾『冬物語』（３

月２８日）を観てから帰国する予定であったが、公演

中止となった。疫病が原因で劇場が封鎖される事態

はシェイクスピアの時代以来、４００年振りのことで

ある。劇場封鎖と演劇については、稿を改めて筆を

執るつもりである。令和２年１０月には日本英文学会

九州支部大会で帰朝報告の招聘発表も行う予定であ

る。最後に、貴重な機会を与えて支援して下さった

福岡大学の皆さまに心からの感謝を申し上げたい。
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　２０１９年４月から２０２０年３月まで、アメリカのシカ

ゴでの在外研究の機会を得ることができました。こ

の場を借りてシカゴでの研究や生活の様子をご報告

させて頂きます。

イギリス、オーストラリア、アメリカ

　在外研究先としては、イギリスのダラム、オース

トラリアのメルボルン、アメリカのシカゴの三つを

候補に研究先探しを行いました。ダラムとメルボル

ンの先生とは面識は一切なく、メールでアポイント

を取りました。お互い面識がないということで、手

探りの状態から意見交換を行いました。一方シカゴ

の先生は１０年以上前に UCLA（University of California, 

Los Angeles）に留学時代の元クラスメートで元ルー

ムメートの間柄の Prof. Chi。アポイントを取ると

「是非おいで」とのうれしい返事を頂きました。単

身で在外研究をするならば、住んだことのないイギ

リスやオーストラリアにしたかも知れませんが、今

回は家族帯同の在外研究ということで、信頼できる

友人がいて現地での生活が安心なのを考慮してアメ

リカのシカゴに研究先を決定しました。実は在外研

究先を決定した後、中国の Tongji University で開催

された国際学会で、アポイントを取ったメルボルン

の先生に声をかけられビックリしました。話を聞く

と、同僚の先生が Visiting Scholar の受け入れに際し

住居探しから普段の生活の面倒までみて大変苦労さ

れているとのことで、見ず知らずの Japanese Scholar 

を受け入れるのに躊躇したとのことでした。そんな

こんなで、このメルボルンの先生とは学会参加を通

して仲良くなりました。

　さて、シカゴの友人 Prof. Chi の勤務先は University 

of Illinois at Chicago（UIC）です。在外研究の実現に

向けて UIC の関係者とやり取りをしながら在外研究

の準備を進めました。

アーリントンハイツ

　シカゴでの居を構えたのはシカゴダウンタウンか

ら列車で４０分ほどの郊外にある Arlington Heights（アー

リントンハイツ）です。UIC に近いダウンタウンに

住もうか家族のために郊外に住もうか悩みましたが、

結果として Arlington Heights に住んで良かったと思

います。ここは日本の企業からの駐在員も多く、日

本のスーパーマーケット（Mitsuwa Market Place）も

あり日本食に困ることはありません（お隣のイン

ディアナ州からもわざわざ買い出しに来られる方も

いるという話を聞きました）。週末はこのフードコー

トでラーメンや定食をよく食べました。アパートは

Arlington Heights 駅（写真１）から徒歩５分ほどの

場所に立地し、現地のスーパーマーケット（ Jewel 

Osco）やイリノイ州屈指の図書館である Arlington

Heights Memorial Library（写真２）なども徒歩圏内

でとても快適な生活を過ごすことができました（そ

の分家賃も高かったですが…）。

　さてこの Arlington Heights Memorial Library です

が、UIC に出勤しないときはここの共用スペースで

よく勉強や研究をしました。Free-Wifi は使い放題か

つ高速しかも飲食も自由なので、よく Doctor-Pepper

を片手に図書館で作業していました。またオープン

スペースで作業してる人のマナーの良さが印象に残っ

ています。さらに英会話教室が無料ということで、

妻は火曜日、水曜日、木曜日と英会話教室に通って

いました。Kids-Space もとても充実していて子供向

けのイベントも頻繁に開催されています（もちろん

すべて無料）。また各地には Children’s Museum もあ

り、アメリカ国家の子供の教育への投資は感心する

ばかりでした。

　Arlington Heights 近郊では遊具の充実した公園が

あちこちに点在してます。なので土日は、ショッピ

ングと子供のための公園めぐりをしてシカゴでの生
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活を家族ともども満喫しました。妻の記録によると、

公園はなんやかんやで６０カ所くらい訪れたようです。

UIC

　UIC（University of Illinois at Chicago）はシカゴの

ダウンタウンに位置する総合大学で、在籍する学生

の数は約３３,０００人です（写真３、４）。ダウンタウン

の主要駅である Ogilvie Transportation Center（OTC）

駅からは徒歩２０分ほどで、近くには Greek Town（ギ

リシア人街）もあります。２０１８年度の冬はマイナス

３０℃を記録したということで、冬期の通勤はどうな

ることかと少し心配していました。幸いなことに

２０１９年度の冬はせいぜいマイナス１０℃くらいで、防

寒対策をきちんとしていれば OTC から徒歩で通勤

しても問題ありませんでした。日中の治安に関して

は UIC に不安に感じたことはありませんが、夜間に

なると治安はよくないようでした。UIC 周辺で何か

事件が起こる度に UIC から注意喚起のお知らせがス

マホに届きました。

　在外研究のテーマは Computational Solid Mechanics

（計算固体力学）で、Prof. Chi は長年メッシュフリー

法の研究に取組んでいます。UIC では Prof. Chi に最

新の計算力学に関する最近の動向を教えてもらいな

がら、いくつかの研究に取組みました。具体的には

Phase-field Modeling for Brittle Fracture（脆性破壊の

シミュレーション）と Element-free Galerkin Method

（メッシュフリー法）の勉強や研究を行いました。

これらの研究を通して自分の知識のアップデートや

関連技術（Parallel Computing や GPU Computing）に

もトライすることができ、有意義な研究生活を送る

ことができました。実は UCLA での留学時代にもメッ

シュフリー法を学んだことがあり、当時はその計算

コストの高さゆえに良い印象を持っていませんでし

た。今回メッシュフリー法の勉強およびプログラミ

ングを久々にして、昔に感じた計算の遅さは感じる

ことはなく、CPU の進化を始めとするこの１０年のテ

クノロジーの進歩を身に沁みて感じました。
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写真１．朝の Arlington Heights 駅の様子（冬）．

（とりあえず皆さん並びますが、列車の乗降口の位置は毎回異なります）

写真２．Arlington Heights Memorial Library.

（映画の DVD も無料で借りれます）

写真３．UIC のキャンパスの様子．

（後ろに見えるのは John Hancock Center）

写真４．UIC のキャンパスから眺める Chicago Downton．



　UIC はいわゆる Top-rank の大学ではないですが、

教員のサバイバルは厳しいようです。Prof. Chi いわ

く、「若い Assistant Professor の研究業績が芳しくな

く、最近大学から契約解除された」との話を聞きま

した。アメリカの大学では特に Grant の獲得実績が

重要視され、Grant がないと博士課程の学生の金銭

的サポートできず、結局研究が進められないという

悪循環に陥るとの事でした。ちなみに Prof. Chi は

２０１９年に Associate Professor に昇格し、無事 Tenure

が取得できたとのことです。

アメリカの IT 色々

　在外研究期間中に印象に残ったアメリカの IT に

ついて紹介します。まず在外研究の初期に自家用車

がない中でとても助かったのが Uber でした。現地

にいる人からも利用を勧められました。スマホでア

プリを起動し、目的地と希望の車種を入力、そして

情報を送信し５分ほどしたら事前に伝えられていた

ナンバープレートを付けた車が目の前までやってき

てくれます。アプリ内で自動的に課金されるのでほ

んと便利です。３月に日本に帰国する際は、スーツ

ケース４つに手荷物もあったので、Uber で大きな SUV

（Chevrolet Suburban）の黒塗りハイヤーを手配し（運

転手も黒の上下のスーツ着用）、アパートから空港

まで Door-to-Door で送迎してもらいました。

　OTC 駅には amazon go（写真５）があります。こ

れはレジがないコンビニで amazon が試験的に運用

しているそうです。しばらく行くのを迷っていまし

たが、何事も経験ということでスマホにアプリをイ

ンストールし amazon go を利用してみました。店内

に入るにはアプリの二次元バーコードをゲートにか

ざす必要があります。天井には無数のカメラが設置

され客の行動が逐一モニターされているようです。

商品を手に取ってもまた棚に返却してもきちんと記

録されており、店内を出てからしばらくすると課金

のお知らせがスマホに届きます（課金の間違いは一

度もありませんでした）。いったん利用してみると

ほんとに便利で、UIC に通勤する日は amazon go で

ドリンクやスナックを買うのが日課となりました。

ちなみに商品の陳列は人間がしています。実はこの

amazon go での経験と Prof. Chi との雑談がきっかけ

となり、この在外研究の期間中に ML（Machine

Learning）の勉強を始めることとなりました（現在

も継続中）。

　日本では車で移動するときはカーナビの利用が一

般的だと思います。アメリカでは所謂カーナビの利

用は一般的ではないようで、スマホで Google Map 

を使う方が多いようです（様々なスマホ車載用ホル

ダーも売られています）。車を運転するときは Google

Map を常に利用しましたが、近距離、長距離（最長

でニューヨーク州の Niagara Falls まで）ドライブし

ても不便さは全く感じませんでした。ちなみにこの

Google Map、Highway Patrol の取り締まり場所も教

えてくれます。

最後に

　シカゴでの在外研究が始まった当初は、家族の面

倒を見ながらのアパート、車、子供の幼稚園探しな

どが大変で、１０年以上前に独身でロスアンゼルスで

生活してた時とは全く違うレベルの大変さを経験し

ました。しかし気が付けばあっという間の一年間の

在外研究で、家族とともにかけがえのない時間をシ

カゴで過ごすことができました。この在外研究に関

して色々サポートして頂いた本学関係者の皆様、友

人である Prof. Chi をはじめとする UIC の関係者の

皆様にこの場をお借りしてお礼申し上げます。

― 　―２６
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I am very grateful to have an opportunity to join the 

Institute of Biochemistry and Molecular Medicine (IBMM) 

at the University of Bern from April 2019 to September 

2019 as a visiting researcher.　This visit helped with my 

scientific work to a great extent.

I have got acquainted with Prof. Hugues Abriel, the 

chief professor of IBMM, through the collaborative work 

of TRPM4 ion channel study.　He is a prestigious expert 

in the field of transporter physiology.　In 2018 Prof. Ab-

riel kindly invited me and Prof. Ryuji Inoue, my chief pro-

fessor, to have a research seminar in Bern.　This seminar 

made my scientific visit well prepared.

The University of Bern and Bern City

The University of Bern was founded in the beautiful 

Swiss capital city Bern in 1834.　It is well-known for its 

wide range of top-class academic research fields and is the 

third largest university in Switzerland.　One of the pres-

tigious former faculty members is Albert Einstein, who 

taught theoretical physics at this University in 1908.　

While living in Bern, he discovered the theory of rela-

tivity.　Now around 18000 students are enrolled at the 

University of Bern.　Reputed for the high quality of teach-

ing and scientific research, the university also retains cul-

tural diversity and a warm and friendly atmosphere.

Bern is small but with outstanding beauty and has 

many advantages of living as well.　For example, the pub-

lic transportation system is very convenient, and English is 

widely used.　Bern’s main train station is the gateway 

to the rest of Switzerland, including the Alps and other 

famous cities such as Zurich and Geneva.　Bern is green 

and the Aare river runs through it with transparent glacial 

water.　There are lots of classical and historical architec-

tures in the medieval old town of Bern which is on the list 

of UNESCO World Heritage Sites.

The living cost in Switzerland is among the highest in 

the world.　House rent is extraordinarily expensive in the 

downtown area of Bern.　I chose to rent a small apart-

ment located in a small town called Bumpliz Nord which 

is near Bern.　I commuted to work by train every day.　

I shared the kitchen in the apartment with students, re-

searchers from different countries.　It was quite enjoyable 
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to talk with them and share the diversified cultural back-

grounds during dinner preparations.　We also had parties 

during festivals and holidays.

Life in the small town was comfortable and relax-

ing.　Shortly after dusk, many local people would drink 

and chat in the small restaurants across the street.　Just

be aware that it is necessary to go shopping for groceries 

on Saturdays, because almost all shops and supermarkets 

are closed on Sundays.

Research life at IBMM 

My research project is concerned with cardiac ion 

channel study.　Briefly speaking, there are many electrical 

currents in our body.　They are crucial for transmitting 

information and coordinating physiological functions.　

These electrical currents are conducted by the opening 

of ion channels which are composed of important mem-

brane proteins.　Normal electrical excitability of cardio-

myocytes generates regular heart rhythm by bioelectric cur-

rent flow through cardiac ion channels, dysfunction of 

which will lead to arrhythmia, cardiomyopathy and other 

heart diseases.

Prof. Abriel’s group is well-known in the field of car-

diac channelopathy.　The principal objective of research 

group’s work is to discover and elucidate novel molecular 

and cellular mechanisms of cardiac arrhythmias.　To this

end, his group’s active clinical cooperation gave research-

ers easy access to the investigation of ion channel muta-

tions found in patients’ families presenting with genetic 

background of different arrhythmias e.g. the congenital 

long QT syndrome, Brugada syndrome, or cardiac conduc-

tion disturbances.　I also joined them in investigating the 

consequences of these mutations of cardiac ion channels, 

especially voltage dependent sodium channel Nav1.5 and 

non-selective cation channel TRPM4.

In addition to scientific experiments, communication 

and discussion was also important in the lab.　Every week 

we had a regular group meeting which was a good occa-

sion to communicate with group members about the pro-

jects and sometimes helped us to generate new research 

ideas.　I also reported my experiments progress and ex-

pressed my opinions on cardiac ion channel study at the 

meetings.　It was not only a fantastic opportunity for me 

to develop new ideas and get acquainted with different 

research methods, but also a good chance to improve my 

academic English.

After several months’ work at the University of Bern, 

I presented my work at the Biomedical Transporters Con-

ference held in Lucerne.　It is a beautiful city next to 

Lake Lucerne, surrounded by a heart-lifting mountainous 

landscape.　This conference gathered together many top 

scientists and researchers in the field of membrane trans-

porters study from all around the world.　The social ac-

tivities of the conference offered an active and comfortable 

atmosphere to exchange research views.　After presenting 

my project study, I also joined one event of the confer-

ence, hiking with other scientists in Lucerne.　The feeling 

of excitement during hiking is both from the amazing natu-

ral scenery in the mountain and the new research insights 

from other excellent scientists.

Six-month oversea life passed quickly.　Before I left 

Bern, I gave a presentation at the symposium of the uni-

versity and had a meaningful discussion with other scien-

tists and researchers.　This concluded my stay in Bern 

satisfactorily.　Even after I came back to Japan, I keep 

in touch with some of them for further discussion and 

collaboration.　 I sincerely appreciate the support from 

Fukuoka University, the University of Bern and my dear 

colleagues during my oversea stay.　I am also grateful 

to IBMM for offering easy access to scientific research, 

which is important for me to make further progress in the 

field of ion channel study.
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　２０１８年３月２５日から一年間、福岡大学の在外研究

員として、ハーバード大学で研究生活を過ごしまし

た。このような機会をいただいたことに心から感謝

を申し上げます。

　ハーバード大学の Cambrige キャンパスは、アメリ

カ東海岸のボストンの郊外にあります（図１の左上：

ハーバード大学 Cambridge キャンパス）。ボストン

は、世界中の人々がやってくる、活気あふれる大都

会です（図１の右上の写真：冬のボストンとボスト

ンマラソンの様子）。

　ハーバード大学医学部は、ボストン市内にある

Longwood medical area にあります（図１の上中央）。

そこに、ハーバード大学と多くの関連病院がネット

ワークを形成しています。ハーバード大学医学部中

央の建物と両側の建物の配置から、Quad とも呼ばれ

ています（図１の中央の写真）。ここには、一年中

色々な国から多くの研究者のみならず観光客がやっ

てきます。

　ハーバード大学医学部の図書館は、Quad の中央の

建物と隣接しています。図書館の中は、とても快適

です（図１の左下）。また、ハーバード大学図書館

の website から、研究に必要な雑誌と図書のほとん

どをオンラインで読むことができます。

　私が留学した研究室 Sacks lab は Harvard School of 

Public Health（公衆衛生）の建物の中にあります（図

１の右下の写真）。Harvard School of Public Health の

建物は医学部図書館の建物と隣接しています。まず

初日に、ハーバード大学から発行される Harvard ID 

を申請しました。Harvard School of Public Health の

建物に入るためにはセキュリティチェックは厳しく、

Harvard ID がないと入れてもらえません。Harvard 

ID で、図書館を利用できる他、授業の参加、夜遅く

帰る時の無料タクシーの利用など、様々なサービス

を受けることができます。
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　Harvard School of Public Health の建物には、さら

に４つの建物があります。Sacks lab が Building #1 

の２階にあります。Dr. Sacks は、Medical Doctor で

ありながら、自分のラボも持つ、世界でとても有名

な学者です（図２の上の写真：Sacks lab のメンバー）。

Dr. Sacks は、特に栄養と脂質の分野で世界をリード

しています。彼は、Harvard School of Public Health 

とハーバード大学医学部の関連病院 Brigham and 

Women’s Hospital の両方に所属されています。私が

Dr. Sacks に受け入れてもらえたのは、朔　啓二郎

（Keijiro Saku）学長と安永晋一郎先生のおかげです。

朔先生は、私の大学院生の時からの恩師で、私は朔

先生と長年リポ蛋白質の研究をしてきました。そし

て、朔先生と安永先生が推薦状を書いてくださいま

した。また、安永先生から講義などを含め、こころ

よいサポートをいただきました。

　一年間、Sacks lab で HDL のバイオマーカーと代

謝に関する研究を行いました。研究成果を論文発表

用の図表にまとめ、アメリカ心臓病学会（AHA）の

２０１９疫学/ライフスタイルセッションで発表するこ

とができました（図２の下部の写真：学会ポスター）。

　Sacks lab での仕事、特にデータの解析に関して高

く評価されました。そのために、疫学（Epidemiology）

の研究グループにも入ることができて、共同研究を

することになりました。Dr. Sacks の取り計らいで、

世界で最も規模が大きい、追跡期間が長いコホート

研究のデータベースにアクセスできるアカウントを

いただいて帰国しました。

　これからも福岡大学に感謝の気持ちを持って、学

生教育と研究に頑張りたいと思います。
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　２０１９年４月から１年間、アメリカ合衆国のメリー

ランド州ベセスダにある国立衛生研究所（NIH）に、

在外研究員として滞在させて頂きました。そこでは、

世界中から集まった研究員らと共に、充実した研究

生活を送ることができました。

メリーランド州とワシントン D.C.

　メリーランド州は、アメリカの首都ワシントン D.C.

に隣接した州で、連邦政府で働く人が数多く住んで

おり、重要な政府機関や施設が多数配備されていま

す。その一つが私の留学先である NIH です。ワシン

トン D.C. は、政治的な面で、特に日本との交友が深

いことが知られています。１９１２年に交友の証として、

日本から、３０２０本の桜（ソメイヨシノ）が送られて

います。毎年４月になるとタイダルベイスン周辺で

は、美しい桜の並木道を楽しむことができ、全米桜

祭りが開催されます。

　また、ワシントン D.C. には、多くのプロスポーツ

チームがあり、メリーランド州に住む多くの人々は、

それらのプロスポーツチームの熱狂的なファンです。

昨年（２０１９年）は、メージャーリーグベースボール

（MLB）のチャンピオンシップにて、ワシントン D.C.

に本拠地を置くワシントン・ナショナルズが、全米

一位で初優勝したため、大変な盛り上がりをみせま

した。また、日本代表の八村塁選手が所属するプロ

バスケットボールチームであるワシントン・ウィザー

ズの本拠地も、ワシントン D.C. にあります。

アメリカ国立衛生研究所（NIH）

　私の留学先である NIH は、１８８７年、今から１３０年

以上前に設立されたアメリカで最も古く歴史ある研

究所です。これまでに、NIH に所属していた経歴を

持つノーベル賞受賞者は１００人を超えると言われて

おり、その受賞者をたたえる特別な部屋が設置され

ています。NIH は、生命・医学研究を行う研究所で

すが、アメリカ国内の大学や研究所に対して生命・

医学に関わる研究費を配分する役割もあります。ま

た、皆さんも１度は利用されたことがあると思いま

すが、NIH は PubMed（生命科学や生物医学に関す

る参考文献や要約を掲載する MEDLINE などへの無

料検索エンジン）を運営しています。
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NIH の研究環境

　NIH の研究環境は、一言で言い表すと研究者が研

究のみに専念できる環境でした。各研究室には、事

務手続きを担当する秘書がついており、自分でする

ことはほとんどありませんでした。また、研究者が

研究しやすい環境を整えてくれる Staff Scientist と呼

ばれるシニアポスドクが各研究室に１～２人ついて

いました。さらに、動物施設には、動物の健康状態

の調査、餌・水の補給、ケージ交換をする専門のス

タッフがついており、動物管理における研究者の負

担が軽減されていました。このように、NIH では役

割分担がしっかりとなされており、研究者は研究の

ために多くの時間を費やすことができる環境にあり

ました。

NIH の研究生活

　私が所属した研究室は、多国籍で世界５カ国（日

本・韓国・中国・アメリカ・カナダ）から研究者が

集まっていました。また、毎週木曜日に、研究のた

めのミーティングが開催されました。ミーティング

では、その１週間で、どのような実験をして何が分

かったか。そして、次は何を明らかにするために、

どのような実験をするのか。などについて５分程度

で発表した後、議論を行う形式でした。このミーティ

ングには、研究室の全メンバーが出席しており、活

発な意見交換がなされます。そのため、このミーティ

ングを通して研究が飛躍的に進展しているように感

じました。また、研究のみならず、誕生会が月に１

回開催され、研究室のメンバーと、リラックスして

コミュニケーションをとれる機会もありました。

NIH での研究内容

　核内受容体であるペルオキシソーム増殖因子活性

化受容体Ａ（PPARA）は、肝臓で高発現しており、

種固有の生理機能を有しています。アゴニストによ

り活性化されたマウスの PPARA は、肝細胞を増殖

し、肝肥大を経て最終的に肝癌を誘発します。しか

し、ヒトの PPARA の活性化では、肝細胞増殖はお

こりません。このヒトとマウスの PPARA の生理機

能の違いが、どのようなメカニズムによって発揮さ

れるのかを明らかにすることが、NIH での私の研究

課題でした。種固有の病態生理学的影響を考えると、

PPARA アゴニスト誘発―肝細胞増殖モデルは、非遺

伝毒性の発がん性に関連する根本的な経路を理解す

るのに役立ちます。現在私は、この１年間の研究成

果を基に、論文を執筆しているところです。

最後に

　１年間という短い期間ではありましたが、非常に

多くのことを学ぶことができました。この学びを、

今後の研究に反映させていきたいと思います。最後

になりましたが、在外研究の機会を与えてくださっ

た福岡大学、薬学部、国内外でサポートして下さっ

た方々に心よりお礼申し上げます。
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